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江
南
中
体
育
館
完
成

　
　
　
過
去
数
ケ
年
本
村
の
建
設

　
　
　
．
的
発
展
的
歩
み
の
中
よ
り

中学統合の建設事業完成へ
懲詫　（
　　　写
　　　真
　　　は
　　　去
　　　る
　　　七
磁　　月
　　　十
ト鰍レ．

　　　五
　　　日
　　　落
　　　成
　　一し
　　　た
　　　体
　　　育
　　　館
　　　）

　ひ馬一　”
7■“｝

灘

続
い
て
給
食
設
備
へ

　
　
九
月
中
に
建
築
完
成
の
予
定
、

中
学
校
教
育
は
国
民
最
後
の

義
務
教
育
で
あ
り
栄
養
と
体

育
は
特
に
重
祝
さ
れ
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
現
在
各
地
の
学

．
役
で
も
希
望
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
健
康
で
立
派
に
役
立

つ
青
少
年
を
育
て
上
げ
る
為

に
議
会
、
役
場
、
教
委
共
研

究
協
賛
O
上
諮
着
　
建
築
が

　
進
め
ら
れ
て
い
る
o

拶挨御

　挙村完壁の態勢のもとに統合中学校．としての本校校舎が村の中央高燥台

地上に完成いたし委したどとは江南村教育史上特筆ナベき村の事績であり・

御同慶に堪えません。特に体育館はその規模構造に齢き凌して村内第一の大

建築であ砂、ヒれによって受ける学校教育の恩恵は喪さに計り知れないもの

があ厩す。杜長、建築委員長を中心としてそれぞれの卦立場からとの体育

館実現のために寄せられたたくさんのかたがたの卦力に対し深甚の謝意を捧

げ愛すと共に、今後の利用効果実績を教育面により高く実現すべく努力を傾

注いたしましてこれに卦答え申し上げたいと思い玄すo

　　　昭和5zス　江南中学校PTA会長　松本芳治
　　　　　　　　　　　　　”　　教育後援会長
　　　　　　　　　　　　江南中学校長　小沢八郎

簡
易
水
道
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

　
経
緯

　
去
る
六
月
末
南
地
区
並
に

成
沢
及
び
御
正
新
田
坂
上
地

区
の
剛
部
に
対
し
、
毎
戸
宛

簡
易
水
道
加
入
申
込
書
を
配

布
い
た
し
喪
し
驚
が
、
事
業

の
概
要
を
御
説
明
申
上
げ
事

業
実
施
地
区
の
皆
様
の
絶
大

な
る
御
支
援
と
碑
協
力
を
む

願
申
上
げ
、
併
せ
て
、
未
実

施
地
区
の
皆
様
の
御
理
解
と

御
協
力
を
賜
り
雀
す
よ
う
訟

願
申
上
げ
麿
す
o

　
本
簡
易
水
道
事
業
は
昨
年

十
一
月
末
よ
り
事
業
の
実
施

の
可
否
に
つ
い
て
先
進
地
の

視
察
を
行
う
等
、
議
会
に
特

別．

委
員
会
を
設
け
調
査
研
究

を
重
ね
て
参
り
喪
し
た
が
、

村
民
の
福
祉
増
進
と
健
康
の

保
持
増
進
の
た
め
生
活
に
不

、
可
欠
の
浄
水
を
、
特
に
飲
用

水
と
し
て
無
菌
的
な
且
つ
適

水
を
充
分
に
供
給
す
る
こ
と

が
望
盛
し
い
と
の
結
論
に
達

し
た
矢
先
、
本
年
の
異
常
渇

水
に
遭
遇
し
、
特
に
南
地
区

及
び
、
地
区
台
地
の
茶
碗
一

杯
の
水
に
事
欠
く
甚
し
い
事

態
に
対
処
し
て
、
第
一
年
度

事
薬
と
し
て
簡
易
水
道
で
法

律
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
五
千

人
以
下
の
給
水
人
口
を
基
礎

と
し
て
南
地
区
外
前
述
の
地

区
を
本
年
凌
事
業
と
し
、
実

施
す
る
こ
と
に
議
会
の
議
決

を
得
て
決
定
致
し
た
次
第
で

あ
わ
凌
す
o

　
こ
の
問
各
部
落
に
夢
い
て

議
会
の
公
聴
会
を
開
催
し
安

た
希
望
申
込
予
定
者
の
取
り

養
と
め
を
い
た
し
た
こ
と
は

馨
じ
の
通
り
で
あ
皇
．
議
タ
』

中
婁
、
で
も
な
禽
禁
蓼

瓢
剃
輔
購
蝶
琳
疑
強
竣
盤

企
業
で
あ
り
誌
す
の
で
採
算

を
慶
外
視
し
て
計
画
、
す
る
こ

と
は
で
き
喪
せ
ん
o

　
収
支
の
バ
ラ
ソ
ス
が
と
れ

ぬ
よ
う
な
支
出
で
収
入
が
過

少
の
場
合
、
特
に
将
来
の
見

通
し
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合

は
実
施
す
る
こ
と
も
で
き
斐

せ
ん
し
後
に
申
上
げ
る
起
債

等
に
つ
い
て
も
砦
計
可
に
な
り

麿
せ
ん
o

　
あ
く
喪
で
も
給
水
開
始
前

及
び
将
来
に
対
し
て
充
分
な

収
支
の
確
認
が
で
き
て
始
め

て
実
施
に
決
定
で
覚
、
る
も
の

で
の
の
・
り
オ
ら
す
，
o

　
幸
に
い
た
し
喪
し
て
南
地

区
に
む
き
空
し
て
は
各
部
落

共
自
家
水
道
を
保
有
さ
れ
て

わ
る
家
庭
が
峯
先
加
入
申
込

を
な
さ
れ
、
卦
蔭
様
を
も
ち

ま
し
て
赤
寧
経
営
の
心
配
も

な
く
事
業
の
推
進
に
努
力
で

き
寄
す
こ
と
を
心
か
ら
感
謝

い
た
し
て
か
リ
オ
す
o

　
工
事
は
八
月
中
に
井
戸
掘

に
か
か
り
九
月
よ
り
工
事
藩

工
の
予
定
”
で
あ
り
護
す
の
で

現
在
未
加
入
の
夷
施
地
区
御

家
庭
も
是
非
早
急
加
入
申
込

を
い
た
さ
。
れ
唾
し
て
全
戸
加

入
を
目
標
と
し
て
給
水
工
箏

が
同
時
に
出
来
喪
す
よ
う
格

段
の
御
理
解
を
加
願
申
上
げ

倭
ナ
。

　
予
算

　
総
額
三
千
五
百
九
七
万
円

　
収
入

　
療
養
所
分
担
金
四
百
三
十

万
小
原
療
養
．
所
で
大
量
に
使

用
す
る
た
め
特
．
に
大
口
経
の

パ
イ
プ
を
布
設
し
井
戸
、
ポ

ン
プ
、
配
水
池
等
ナ
ベ
て
大

き
く
壱
る
の
で
全
額
の
負
担

に
つ
い
て
県
当
局
と
交
渉
中

で
’
の
L
り
嘘
（
｛
タ
O

　
加
入
者
負
担
金
三
百
万
円

一
買
’
ψ
ヨ
L
リ
∴
ハ
千
円
の
負
相
一
ム
皿

で
こ
れ
は
配
水
管
分
の
負
担
…

金
で
あ
り
、
毎
戸
の
蛇
口
の

設
計
が
終
了
い
た
し
安
す
し
・

給
水
管
分
と
し
て
工
事
額
に

一
応
じ
て
山
ハ
ノ
す
円
乃
蚕
｝
七
千
円

の
ブ
ー
ル
計
算
に
よ
る
負
担

金
を
戴
く
こ
と
に
な
り
、
加

入
ソ
窟
は
合
計
で
一
万
二
千
円

乃
至
一
万
三
千
円
の
負
担
金

で
水
道
が
入
る
こ
と
に
宏
り

ま
す
。

国
庫
補
助
金
七
百
五
五
万
円

県
費
補
助
金
　
三
百
二
万
円

繰
入
金
三
百
十
万
円

村
　
　
　
債
一
千
五
百
万
円

村
債
は
水
道
料
金
収
入
に
ょ

り
二
十
五
ケ
年
間
均
等
償
還

で
返
済
い
た
し
支
ふ
”
も

　
支
出

委
員
会
費
　
　
七
、
万
円

事
耐
務
費
　
　
百
四
七
万
ぬ
ハ
ノ
†
円

事
業
費
三
千
二
五
〇
万
一
千

。

工
事
費
、
用
地
費
、
メ
ー
タ

ー
購
入
費
等
一
切
を
含
み
喪

す
o予

備
費
　
百
九
二
万
一
千
円

工
婁
概
要

水
源
地

　
大
字
成
沢
赤
城
神
社
前
山

裾
に
設
け
、
深
度
七
〇
米
、

内
経
三
〇
糎
の
ボ
ー
リ
ン
グ

を
行
い
深
井
戸
よ
り
取
水
い

た
し
隻
す
o

　
取
水
ポ
ン
ブ
電
動
＋
」
馬

力
予
備
エ
ン
ヂ
ン
　
ガ
ソ
リ

ン
機
関
十
七
馬
力

　
揚
水
ポ
ン
ブ
電
動
十
五
馬

力
配
水
池

　
水
源
地
直
上
に
第
一
配
水

池
を
設
け
成
沢
地
区
を
配
水

す
る
と
共
に
第
二
配
水
池
へ

の
中
溜
り
と
し
雀
ナ
o

　
ル
小
源
地
ヒ
李
り
一
二
、
　
山
ハ
四
〇

米
離
れ
た
小
江
川
地
内
ポ
ン

ボ
ン
山
頂
上
に
第
二
配
水
池

を
設
け
送
水
途
中
で
成
沢
、

御
正
新
田
坂
上
地
区
及
び
須

賀
広
、
小
江
川
衷
部
を
配
水

し
高
位
区
を
第
二
配
水
池
よ

り
配
水
し
袋
す
o

送
水
管

　
晶
剛
鵬
赴
の
一
二
、
　
山
ハ
閲
…
○
出
爪
の

う
ち
約
三
千
米
は
十
二
糎
パ

イ
ブ
を
使
用
し
池
は
十
五
糎

パ
イ
ブ
を
布
設
し
空
す
O

配
水
管

　
配
水
管
総
延
長
は
三
万
一

千
八
五
〇
米
で
各
部
落
内
に

布
設
す
る
献
水
管
は
部
落
人

e
及
び
、
将
来
の
増
加
を
予

定
さ
れ
る
給
水
人
口
に
よ
り

十
糎
よ
り
ニ
ビ
五
糎
楼
で
の

各
種
パ
イ
ブ
を
使
用
し
、
今

后
の
人
口
増
加
に
対
し
て
も

給
水
可
能
な
計
画
に
よ
り
地

下
五
十
糎
乃
至
欄
米
の
深
さ

に
埋
設
い
た
し
盛
一
フ
O

　
現
在
道
路
端
、
畑
地
、
宅

地
内
等
に
記
号
の
あ
る
測
量

杭
が
打
つ
て
あ
り
玄
す
が
配

水
管
の
通
過
予
定
地
で
あ
り

喪
す
o

　
こ
の
配
水
管
よ
り
、
給
水

管
を
取
り
毎
戸
へ
給
水
い
た

す
訳
で
あ
り
雀
す
が
隣
家
か

ら
隣
家
へ
と
続
い
て
工
都
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
o

消
火
栓

　
各
部
落
内
を
通
遍
す
る
配

水
管
の
う
ち
内
経
四
糎
以
上

の
も
の
に
消
火
栓
を
取
付
け

養
す
が
総
数
で
三
六
宏
取
付

け
い
た
し
ま
す
o

給
水
量

一
日
一
人
平
均

　
　
　
五
斗
五
升
五
合

　
一
日
一
人
旧
禦
大

　
　
　
八
斗
二
升
六
合

一
日
総
給
水
量
平
均

　
　
　
　
岬
八
二
｛
石
五
斗

　
醐
日
総
給
水
量
最
大

　
　
　
二
七
二
五
石
八
斗

療
髪
所
学
校
を
加
え
た
場
合

一
旧
給
水
量
平
均

　
二
五
二
〇
一
ね

一
日
給
水
量
最
大

　
三
八
＝
二
石
六
斗

給
水
料
金

一
月
＋
立
方
米

二
〇
〇
円
と
外
に
五
〇
円
の

メ
ー
タ
！
使
用
料
を
戴
く
予

定
で
す
。

　
月
額
．
に
し
て
約
二
五
〇
円

位
と
思
つ
て
む
り
喪
す
。

　
月
額
二
五
つ
円
の
水
道
料

金
高
い
感
も
あ
り
オ
し
よ
う

が
自
家
水
道
O
電
熟
料
並
に

本
滞
の
耐
用
年
数
を
考
え
償

却
い
た
し
雀
す
と
決
し
て
商

い
も
の
て
は
あ
り
喪
せ
ん
o

仮
に
三
、
刀
円
で
工
事
を
し
て

十
年
で
使
用
不
能
に
な
つ
た

場
合
、
年
問
三
千
円
の
償
却

で
、
電
”
蕪
恐
料
月
額
六
〇
～
玉
〕

○
円
と
し
て
礁
額
七
二
〇
～

八
饅
○
円
と
し
ま
す
と
＋
隼
で

ヤ
．
嵩
O
O
～
八
、
四
つ
O
と
攻

わ
’
、
凶
て
の
醐
問
に
一
一
き
四
回
の

修
理
を
い
た
し
ま
す
と
一
〇

〇
〇
円
位
と
な
り
漆
す
。

　
従
つ
て
十
触
串
間
”
で
三
万
八

○
○
○
～
三
万
九
〇
〇
〇

円
と
な
り
蜜
す
が
停
、
電
に
よ

る
断
水
、
渇
水
の
心
配
、
井

戸
の
消
毒
、
井
戸
言
ら
い
等

手
の
か
か
る
こ
と
が
あ
り
盛

す
が
、
水
道
の
場
合
は
基
本

料
金
で
三
万
円
位
で
あ
り
、

断
水
も
ほ
と
ん
ど
心
配
な
く

自
分
の
不
注
意
に
ょ
る
破
損

以
外
は
無
料
φ
、
修
理
も
行
い

オ
す
o

　
水
道
の
利
点
は
無
菌
水
を

供
給
す
る
の
明
、
伝
染
病
等
心

配
が
皆
無
と
疫
り
室
す
o

　
保
健
衛
生
の
上
か
ら
成
人

病
と
言
力
れ
る
高
血
圧
症
、

心
臓
病
等
に
し
て
も
当
然
滅

少
す
る
も
の
と
考
え
て
卦
り

詫
す
o

　
　
去
る
八
月
十
日
躯
名
競
争

入
札
の
結
果
臼
本
水
道
株
式

会
社
最
低
価
格
に
よ
り
落
札

　
い
た
し
喪
し
た
o

　
先
に
述
ベ
オ
し
た
と
か
り

い
よ
い
よ
藩
工
と
攻
り
斎
す

　
の
で
格
段
の
御
協
力
と
御
理

解
を
卦
願
い
た
し
喪
す
o

　
　
給
水
管
（
配
水
管
よ
り
の

各
戸
引
込
線
）
の
埋
設
の
た

め
の
穴
掘
工
享
は
．
工
費
節
滅

　
の
，
た
U
の
各
一
F
σ
へ
は
共
【
回
で
掘

　
ρ
て
載
く
こ
と
に
な
・
2
擢
へ
す

　が短区問ヂ、

あ
り
詫
ふ
、
，
の
で

ユ
ろ
し
く
藁
晃
量
、
幽
ヲ
。

1
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国
民
年
金
加
入
者

の
　
た

　拠出制繍

罠
伍
金
は
咋
礁
四
月
か

ら
の
保
険
料
の
納
入
聞
始
に
よ
っ
て
　
㎜

轡
ゑ
ユ
奥
絶
に
移
δ
れ
ま
し
た
が
、
楷
●

様
の
ご
理
解
の
も
と
に
覇
出
二
舘
間

の
当
村
に
お
け
葛
加
入
率
は
｝
〇
五
■

％
へ
納
入
率
九
八
％
と
、
極
め
’
優
、

秀
な
成
縄
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ご
承
知
の
と
お
り
、
瑚
禺
年

金
は
勤
め
人
の
恩
給
と
同
横
に
、
吾

々
の
た
顔
の
恩
給
制
慶
で
需
こ
の

製
が
自
分
逮
の
制
度
と
し
て
、
ま

す
ま
す
立
派
な
も
の
と
な
り
ま
す
よ

う
お
互
に
育
て
・
、
行
き
ま
し
よ
う
。

　
先
般
二
回
に
亘
っ
て
制
疲
の
改
着

が
行
わ
れ
三
十
六
鰯
四
眉
か
ら
吊
火
施

δ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
そ

の
概
薯
を
掲
げ
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。

一
　
保
傭
、
料
の
か
け
抽
て
を
な
く
す

　
る
た
め
、
蟹
犀
関
以
上
保
険
料
替
岬

　
納
め
た
方
が
、
何
ら
か
の
国
民
年

　
金
を
受
け
な
い
で
死
亡
し
た
場
甘

　
納
め
た
期
閲
に
応
じ
て
異
O
O
O

　
円
か
ら
二
一
『
O
O
O
円
ま
で
が
逡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

め
嚢
響
σ
．

　
　
族
に
対
し
て
死
亡
一
時
金
と
し
て

　
　
宣
給
応
な
Φ
こ
と
と
な
り
ま
し
た

　
二
’
老
令
離
金
の
支
給
が
六
烈
プ
が

　
　
ら
で
は
、
お
そ
丁
ぎ
る
と
云
う
胃

　
．
．
ぱ
何
時
か
ら
で
も
犀
金
が
慢
け
ら

　
　
れ
ま
す
。

』
7
量
塔
六
穿
奮
で
歎

　
　
こ
の
場
舎
の
支
給
額
は
別
に

　
　
政
令
で
竃
め
ら
れ
ま
す
が
｝
定

　
率
で
減
額
δ
れ
る
こ
と
に
な
”
ま

　
す
。

　
　
障
害
、
母
子
年
金
な
ど
の
年
金

　
を
一
臼
も
早
く
亥
給
し
よ
う
点
云

　
う
こ
・
暴
ら
、
馨
網
“
で
扇
、

　
聞
儒
瞬
料
脅
鞭
引
『
“
だ
，
η
爪
隙

　
審
、
母
子
な
ど
に
状
態
に
な
っ
た

　
場
台
で
も
こ
れ
ら
の
鋸
金
が
霞
給

　
さ
れ
る
こ
と
と
な
O
ノ
ま
し
た
。

　
　
当
村
で
も
、
す
で
に
一
名
の
方

　
が
團
田
額
倒
9
の
川
削
洲
麹
，

　
團
劉
N
劇
訓
．
（
熊
谷
社
会
保
険
出

　
張
所
瞥
内
で
は
三
十
五
名
も
い
ま

　
す
）

ポ
悶
墨
窪
契
し
て
い
萎

三

各
蒙
死
亡
し
て
輩
の
状
態
㎜

に
な
（
だ
場
貧
の
年
金
額
が
引
き
　
…

上
げ
ら
れ
て
蹴
低
二
一
、
O
O
O
円
一

　
雄
賜
一
二
、
O
O
O
円
と
な
り
ま
し

た
。

五
保
険
料
を
一
年
以
上
印
紙
で
關

　
綻
す
る
嚇
合
に
も
現
金
と
間
横
に

　
割
引
き
さ
れ
ま
す
。

六
母
毒
帯
と
岡
じ
よ
う
な
状
態

　
に
あ
る
世
帯
、
た
と
え
ば
祖
母
と

　
孫
凸
姉
あ
漁
㎝
妹
の
よ
う
な
世
帯
に

　
も
新
し
く
鷹
母
子
磁
愈
L
ス
給
さ

　
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
支
給
噸
聖
ど
は
母
亭
戯
燈
と
岡

　
燵
で
す
。

七
　
庫
金
の
受
給
権
番
が
死
ご
し
た

　
場
合
、
遺
族
へ
駝
偶
者
、
子
、
父

　
母
、
孫
、
祖
父
母
又
ば
兄
弗
姉
妹

　
）
に
対
し
湘
講
窺
の
器
が
皮

　
給
6
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

八
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
｝
β
』

　
も
、
納
め
た
方
と
岡
じ
蠣
の
園
庫

　
倒
抵
が
つ
く
こ
と
と
な
”
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
免
除
を
受
け
る
よ
う
な

　
所
得
の
低
い
万
も
國
麗
負
縄
に
絶

　
含
う
劉
調
支
給
6
れ
ま
す
。

九
　
待
望
の
通
馴
釜
が
で
き
ま
し

　
た
。

　
鮪
箪
に
串
し
産
芝
、
麗
鋸
一

金
が
墨
て
罠
梼
蔀
の
竺

金
禦
温
入
す
豊
と
卑
、
巴

木
尚
に
皆
庫
廊
の
姿
と
な
つ
た
の
｝

で
す
。

　
然
し
一
鑑
の
間
に
は
い
ろ
い
ろ
一

と
勤
め
も
変
り
ま
す
。
例
え
ば
会

祉
を
や
め
て
農
畿
蒼
や
っ
た
り
、

農
婁
ぜ
や
め
て
会
歓
に
勤
め
る
こ
一

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
ん
か
醇
、
会
社

だ
け
の
勤
め
た
腿
商
だ
け
で
は
、

会
祉
か
ら
の
雄
金
が
受
け
ら
れ
な

　
い
暫
で
も
、
一
年
以
上
の
園
民
銀

金
の
納
め
た
期
聞
を
台
計
し
て
、

一
寡
年
隈
に
達
し
蕊
遣
は
そ

　の

制
鷺
か
ら
、
期
間
に
見
ム
累
年

　金を

支
給
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

＋
昭
墾
士
ハ
舞
豊
日
で
二

　
〇
才
か
ら
五
6
才
ま
で
の
者
で
、

　
会
社
、
工
嚇
な
ど
に
勤
め
て
い
な

　
い
隈
り
そ
の
弼
需
省
は
勿
麟
嘆
恩

　
給
を
貰
っ
て
い
る
者
、
腰
え
登
首

　
で
も
、
一
膨
馴
棚
入
す
る
こ
と
が
で

　
さ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
＝
．
．

　
以
上
そ
の
大
要
で
す
が
、
細
部
は

投
賜
陣
織
孫
蜜
臨
ぬ
按
O
栓
ー

　
鷲
七
ま
だ
加
入
！
μ
て
々
い
踊
ゆ
が
お

り
ま
し
蓼
菱
で
す
、
．
鷺
煽

　
七
月
一
日
投
票
翌
二
日
開

票
を
無
事
に
終
つ
て
既
に
騨

ケ
月
有
半
を
経
過
し
、
あ
の

嗣
番
農
家
■
と
し
て
は
忙
し
い

さ
い
巾
に
わ
け
る
選
挙
を
省

み
て
、
今
夏
な
が
ら
よ
く
や

つ
た
も
の
だ
、
そ
し
て
有
権

者
の
皆
さ
ん
は
よ
く
や
つ
て

く
れ
た
と
感
概
深
い
も
の
を

感
じ
凌
す
o
今
鹿
の
選
挙
に

つ
い
て
は
国
を
挙
げ
て
投
票

総
参
加
運
動
や
公
明
選
挙
を

標
傍
し
て
居
つ
た
の
で
選
挙

管
理
委
員
も
そ
の
積
り
に
左

つ
て
熱
心
に
取
わ
加
．
學
・
㍉
、
や

り
重
し
た
o
参
院
選
は
い
つ

も
な
が
ら
農
繁
期
に
当
つ
て

、
い
る
の
で
時
期
的
に
は
農
村

は
都
合
の
悪
い
選
挙
と
な
つ

始
室
b
か
ら
ム
門
、
嘘
で
に
友
！
・

低
講
だ
と
嶺
わ
れ
、
成
る
新
，

聞
な
ど
は
無
開
心
だ
と
妥
硝
、

書
き
立
て
ら
れ
た
け
れ
ど
＆
、

本
村
の
胴
．
，
．
合
は
幸
に
有
権
者

の
自
党
に
よ
二
し
前
回
の
投

薩
購
ψ
宰
’
芯
－
よ
廻
つ
て
山
ハ
四
・
　
一

九
％
の
成
績
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
嘘
し
て
喜
ぱ
し
い
次

第
で
す
o
選
挙
の
数
は
沢
出

参
院
選
を
省
み
て

あ
つ
て
、
国
会
議
員
（
衆
参

瓶
院
）
県
知
事
へ
県
議
会
議

員
、
村
長
、
村
議
会
議
員
、

農
業
委
員
、
最
高
裁
判
官
の

国
昆
禦
査
等
ガ
あ
り
寮
す
が

ど
れ
弥
重
”
聾
粛
ど
れ
が
軽
い

て
居
り
喪
宅
殊
に
最
近
参
翫
と
い
う
、
導
史
糞
吸
く
哨
様
に

議
院
の
在
り
方
な
ど
朝
野
奪
驚
晃
切
謙
纂
な
霧

通
じ
批
判
春
れ
始
め
た
時
で

も
あ
亀
、
、
冷
．
年
の
参
院
選
は

で
あ
砂
慶
す
o
、
何
れ
も
選
挙

に
よ
つ
て
自
分
，
達
属
昆
の
県

民
の
代
弁
者
を
送
り
出
し
政

治
に
参
毎
、
し
又
は
海
当
さ
せ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
何

日
の
選
挙
で
↓
、
真
劃
に
取
組

む
わ
け
で
す
。
従
つ
て
自
分

が
最
も
い
畝
人
だ
と
信
じ
て

投
票
を
し
当
選
す
れ
ば
こ
の

上
も
な
く
喜
ぱ
し
い
し
不
幸

に
し
て
落
選
す
れ
ぱ
他
人
事

で
は
な
い
よ
う
に
気
落
ち
が

　
　
　
（
選
管
委
員
畏
）

す
る
も
の
で
、
T
o
今
度
の
選

挙
に
つ
い
て
も
同
じ
と
と
が

云
え
楼
し
よ
う
が
投
票
率
は
一

前
述
の
と
お
め
六
四
・
一
九

％
で
す
か
ら
喪
権
は
三
五
・

八
蝋
％
と
な
り
喪
す
o
色
々

の
事
情
が
あ
つ
た
こ
と
で
し

よ
う
が
隣
接
大
滋
村
の
投
票

率
八
降
％
に
北
べ
る
と
大
巾

に
低
い
こ
と
に
な
つ
て
恥
し

　
い
こ
と
で
す
o
本
村
も
有
権

者
の
理
解
を
高
め
て
近
隣
町

村
に
劣
ら
な
い
成
紙
を
収
め

　
た
い
も
の
で
ナ
o
又
轟
、
度
の

選
．
挙
が
全
国
区
と
地
方
区
と

候
補
者
が
全
然
別
な
者
で
地

・
方
区
の
侯
補
者
氏
名
を
全
国

区
の
投
票
用
紙
へ
書
い
て
投

票
し
た
も
の
、
こ
れ
と
反
対

の
も
の
は
全
都
無
効
と
な
り

喪
し
た
か
ら
無
効
投
票
が
比

較
的
多
か
つ
た
こ
と
で
す
o

折
角
投
票
し
た
票
が
無
効
に

終
つ
た
こ
と
は
か
え
す
が
え

す
も
残
念
で
ナ
o
今
後
有
権

者
の
特
別
の
注
意
を
望
み
た

い
も
の
で
す
o
勿
論
投
票
所

八
）
遺
近
と
か
農
事
の
都
合
も

“

の
つ
た
ろ
ろ
’
が
、
事
選
挙
は

前
述
の
よ
う
に
国
民
全
体
が

圏
の
政
治
を
行
う
わ
け
に
は

行
か
な
い
の
で
自
分
の
代
り

に
国
会
に
送
り
出
す
轍
つ
の

逮1令！入
つ1撒し

rl年iく
こ！：金1て

螺池擾u讐i潔
｛二ん1Ω
豊，るヨ
翼一一iに
覧一　 ㎏　

．
暢 隔

2弓＝硬デ1
）　 一、1へ、ゆ　　りしクロタ
おくつ1電感

す闘老

一
が
、
汽
〇
一
1
’
豊
で
の
芳
は
課
入
し
て

η
糞
盤
貧
。
の
で
す
．
礎
、

一
棚
入
の
乎
”
誓
一
を
す
虐
墳
一
ゲ
、
下
’
O
も
争

所
得
税
法
改
正
の

　
　
　
　
　
あ
　
ら
ま

1灘睾讐欝贈審糠難糞講霧叢蓬難覆灘藪壌霧翼

欝蒜欝醤雛膿鏡薯麟護欝醗馨縫襲
鑑戯藩難鶴矯轟攣鰭塁繰辮）蓑縛鞭

　　置～～＿．’　　　　　…　　　　
1．

し
河
　
辺
　
利
　
二

る
」
藁
｝
は
三
万
二
F
ア
蜘
者
円
（
三
十

七
年
倉
は
黒
心
町
）

　
（
税
領
か
ら
簿
．
し
引
か
れ
る
金
額
）

一
、
轡
麓
『
陣
Ψ
一
M
、
嚢
庫
暫
、
勤
畢
，

生
の
糞
轟
隙
は
そ
塾
’
、
耽
一
人
に
つ

き
六
千
円

昌
、
寄
付
金
控
除

感
ま
噸
～
ぱ
地
申
凋
公
共
団
体
、
理
化
学

一
鱗
勝
罎
輝
譲
勉
錦

興
な
ど
の
鑑
務
を
行
奮
つ
も
の
に
な

し
た
寄
付
金
等
特
磁
の
寄
付
虚
に
つ

い
て
新
ら
し
く
税
額
控
除
と
し
て
百

付
金
惚
漂
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
こ
な

り
ま
し
た
、
、

　
寄
付
金
控
除
の
限
度
願
砧
娩
衛
金

糟
の
夢
％
（
三
〇
万
円
を
こ
え
る
堪

蒼
に
は
三
Ω
刀
円
）
を
ζ
’
ん
一
Q
％

一
に
至
妻
で
の
聾
窒
餐
、
二

一
〇
塞
一
掛
け
た
金
糖
で
あ
り
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
｛

一
台
風
期
の
電
気
箏

　
　
故
防
止
い
ろ
い
ろ

ω
〕
台
風
や
突
風
に
｝
て
ハ
ゆ
”
一
葬
－
、
ム
’
7
の
巾

“
に
ト
感
く
修
理
寸
る
も
の

丁
魏
欝
簿
態
覆

ふ
れ
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
め
る
。

　
勧
竃
線
の
近
ζ
に
長
い
材
末
を
建

て
加
け
る
の
は
や
め
ま
し
よ
う

　
の
客
家
庭
の
ま
わ
り
を
よ
く
調
ぺ

て
、
腱
外
の
引
込
線
等
の
不
良
箇
所

．
は
璽
窟
禰
力
へ
哨
出
て
下
さ
い
。

②
切
れ
た
籔
．
は
、
、
O
わ
ら
か
仙
い
で

す
ぐ
慶
票
電
力
へ
裕
知
ら
せ
下
5
い
。

　
（
み
ん
¢
に
近
よ
っ
た
り
、
さ
わ
ら

ぬ
よ
う
に
児
鷺
や
幼
児
に
，
噛
細
か
い

注
葱
が
必
饗
で
す
9

纈
電
線
鵡
木
や
竹
が
底
雨
で
ふ
れ
騨
一
、

う
な
所
は
藁
京
電
力
へ
お
知
ら
せ
下

；
。
い
。
，
，

勘
電
寒
の
悠
慧
、
撃
く
知
ら
せ
て

響
誉
墾
鐵
萎
ぢ
峯
｝
’
．

　
へ
東
京
電
力
埼
玉
支
社
小
川
営
業
所
）

六
　
根
　
清
　
浄

　
か
っ
て
瓢
が
或
学
樫
の
吸
長
の
時

で
あ
る
．
、
そ
の
鉦
は
魚
掌
擾
と
も
、

　
憲
難
胴
が
多
か
っ
た
が
、
玄
子
高
騰

　
へ
の
人
学
鵬
餓
者
は
八
人
ほ
ど
い
た
．
、

　
六
瀞
ナ
館
の
受
椿
一
の
衛
始
｛
が
扁
糠
臼
怖
瓶
陳

．
後
、
磁
燈
の
つ
く
ま
で
予
習
教
響
鯉

　
し
て
入
学
賦
験
の
蹴
伊
べ
育
智
し
て

　
い
た
。
試
麟
期
日
の
黒
ケ
月
耀
剛
私

　
に
、
受
験
生
に
畳
囑
に
必
鄭
、
な
師
智

　
し
て
く
れ
あ
節
込
兀
で
製
た
。
受
験

　
上
の
沖
憲
は
前
日
受
袴
教
師
か
．
惚
粥

　
示
＆
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、

万
に
っ
毫
磐
再
”
、
雲
う
に
み
」

一
思
っ
て
次
の
様
な
醒
膠
』
し
た
。

㎝
　
欝
ご
ん
私
の
欝
つ
こ
と
を
必
ず
さ

丁
態
）
つ
て
露
享
れ
ぱ

　
さ
っ
と
入
学
出
来
ま
す
。

　
　
そ
れ
は
毎
朝
能
の
鳴
き
欝
を
聞
い

　
た
ら
、
と
ぴ
解
葺
し
、
洗
藺
し
て
自

　
分
達
の
錦
守
儀
に
参
詣
し
て
、
「

　
躰
が
丈
夫
で
勉
油
が
し
っ
か
り
出
来

　
“
ま
す
よ
う
に
」
と
桿
み
な
一
q
い
、
そ

　
れ
か
急
・
ず
二
時
間
し
っ
か
り
勉
強

　
す
る
。
そ
う
す
れ
は
必
ず
合
格
出
来

　
る
と
驕
し
た
。
受
験
生
は
輿
面
目
に

　
聞
い
て
い
た
が
、
叡
に
帰
っ
て
親
等

　
に
そ
の
括
を
し
た
。
七
人
の
子
供
の

　
父
兄
は
賛
成
し
た
が
、
そ
の
内
の
一

　
人
の
子
供
の
鵡
護
者
は
、
け
な
し
て

　
せ
せ
月
彙
を
し
た
と
の
こ
と
。
そ
れ

　
か
ら
臼
の
た
つ
に
つ
れ
て
鎮
野
参
り

　
が
早
く
な
り
母
親
が
一
緒
に
行
か
な

　
け
れ
ば
心
配
に
な
る
穆
で
あ
一
一
た

　
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
火
を
は
く
よ

　
う
な
勉
掻
が
続
い
た
。
受
験
の
削
目

　
受
験
生
を
”
“
蛍
に
艇
め
て
受
験
上
の

’
注
意
を
お
藷
し
た
が
、
モ
の
時
七
人

｝
の
子
供
は
愚
楢
満
々
の
姿
で
あ
っ
た
。

　
発
覆
の
時
七
人
は
合
格
他
の
者
は
残

　
念
で
し
た
。
神
様
を
拝
ん
で
い
る
内

　
に
母
子
が
六
根
譜
浄
に
な
っ
て
勉
強

　
が
身
に
つ
い
た
か
ら
だ
と
思
う
。

　
　
高
由
に
奪
O
時
金
剛
駁
を
つ
い
て
膠

　
六
畑
蝋
清
浄
を
㎜
噛
え
岬
O
の
“
励
賭
々
の
罪

　
け
が
れ
を
取
去
っ
て
縛
浄
の
姿
を
神

　
に
告
け
成
功
を
祈
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
六
根
と
は
糠
覚
や
窟
織
に
よ
っ
て
柑

　
導
を
藷
識
す
る
六
つ
の
根
元
（
騒

選
場
　
栄

・
算
舌
塒
意
》

台
風

　
　
　
　
シ
γ
ズ
ン

　
8
～
9
月
幕
年
萄
嵐
に
よ
る
被
署

　
は
二
干
八
画
惣
円
と
纏
計
さ
泌
－
、
い

　
る
汐
こ
の
恐
し
い
含
風
と
は

　
時
計
の
針
卓
盗
廻
方
向
の
大
さ
な

　
聖
気
の
う
ず
愚
で
す
慮
勝
五
〇
〇
キ

　
ロ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ρ
り
い
の
も
の
か
ら
一
、

　
流
O
O
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
も

　
の
ま
で
而
り
ま
す
ら

　
　
こ
の
よ
う
な
蟹
顎
の
う
ぜ
菰
さ
が

　
な
ぜ
で
き
．
Φ
か
と
い
う
と
台
風
の
中

　
心
は
周
囲
に
く
ら
べ
て
憲
駈
が
い
る
．

　
じ
る
し
く
低
い
た
め
周
鯛
か
ら
中
心

　
に
向
っ
て
窪
気
が
流
れ
こ
か
か
ら
で

　
す
。
こ
の
場
台
堆
球
の
麟
松
の
髭
｝

　
を
う
け
て
3
と
¢
り
ま
す
。
台
風

　
の
中
心
に
向
っ
て
燭
囲
か
6
吹
き
こ

　
ん
で
き
た
空
瓢
は
中
心
に
近
い
と
こ

　
ろ
で
う
ず
を
ま
さ
な
が
ら
吹
さ
あ
が

　
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
吹

　
き
函
げ
ら
孔
た
窺
気
が
冷
え
て
雨
を

　
隆
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
台
風
の

　
圏
内
で
も
場
桝
に
よ
っ
て
風
や
雨
の

　
強
δ
は
ろ
が
い
ま
す
が
ふ
つ
う
は
台

　
風
の
即
心
に
近
い
と
こ
る
ほ
ど
風
爾

　
が
強
い
の
で
す
。
た
だ
台
風
の
巾
心

　
の
わ
遊
沙
な
艇
囲
だ
け
風
爾
の
ビ
ら

　
れ
な
い
糀
サ
が
あ
り
こ
れ
を
雷
楓
の

　
円
と
よ
ん
で
い
ま
す
。
台
風
の
中
心

　
気
圧
が
九
五
〇
ミ
リ
バ
！
ル
以
下
唱
、

　
台
風
の
中
心
が
近
く
を
揃
る
よ
う
な
．

　
地
方
で
は
猛
烈
な
暴
風
陶
に
な
り
ま

　
す
。

　
曜
　
ー
ノ
D
～
｝
～
｛
覧
！
・
～
～
・
～
・
～
　
3

　
　
8
月
の
た
よ
り

ノ
ロ
ぐ
ど
ど
じ
ロ
ご
ど
ノ
　
ヤ
ロ

　
今
係
力
の
消
耗
の
激
し
い
磯
繁
期
に

　
続
い
て
は
げ
し
い
磐
6
の
毎
日
で
す
、

　
病
瓢
に
な
ら
ぬ
よ
う
休
養
と
栄
讐
噛

　
忘
れ
ず
に

　
（
薯
い
愚
い
と
悲
聡
を
あ
け
る
の
も

　
も
う
少
し
の
閥
、
ツ
ク
ヅ
ク
ホ
ー
シ

　
が
鳴
き
は
じ
め
る
と
す
ぐ
秋
風
が
に

　
っ
て
来
ま
す
。




